
「都市型災害」と報道の役割  

毎日新聞生活家庭部副部長・潟永秀一郎  

【日本の現状】   

国土の1割に過ぎない洪水氾i監城（洪水咋の河川水位上り地盤山低い地域）に、人jiJ）   

半分、資産の」分のこうが集中している＝水害に対Lて脆烏量座土環境   

温帯モンスーーン気候で元々、多百であるうえ、地球温暖化の去を三宅主ノごと「で近1二、豪雨が多   

発．過去川年間に、［水牛回の約J割の市町村で7Jこ′圭二がう迂生し∴ていろ「人阪・淀川湾   

域に2日間で5nnミ・Jの耐が降れば、浸水想定戸数5G方戸、被災人［114（卜万ノ、：）   

地下街面積は全国で約100万11了、うち三大都市圏が89万11f一 也下鉄の営業距離は計約   

700血l、うら三大都右転が約GOOkln．地階がある建物は東京だけで約（汀）方陳＿．   

急速な市街化で地表がコンクリートに覆われるなど、雨が他項こ浸透しにくくなり、短   

時間に大量の浜ノ如ミ河川に流人こ、（刊：横浜・鶴見川流域はこ〝）′10斗三で、古計上幸江Ⅲ   

から90－‡もに〕  

【福間大水害の概凛】  

1さ〕リ9年6月2り「11二自f．一8～r川手♂）1咋問で、福ド11」市に77 ㍉の豪雨（福岡符区気蒙‡手間   

捌史卜、6f∃の1時間〒l量最高記録）こ．午前9時こう2分の満潮と重なったこともあり、市   

街地を流れる御溝川デごどが行帖で仙監、沫t・ノ火卜浸／j（約：抽出卜J   

低地帯の博多駅周辺は確聞川〃力琶流が押し寄せ、地下街ヤビルの地卜に流人駅ビル地   

卜街は幡の高さまで浸7いり、商品はほぼ全線ビル地下の飲食店でほ開店準備中のr責貝   

女性（52）が濁流にのまれて脱出できザ、ノ」く死（ビ7レ水没で全国初の死者）   

九州最大の繁華街、天神地区も側構や卜水道て排水を受け止めきれザ、川出⊥うに11   

た道路から地H拓二雨水が流人二、テバトートも合ゎて営業停卜   

地卜鉄や」lくも駅再浸水で全面停」卜．道路も各地で冠水し、立体交点の守Ⅷ」でけ車が水   

没空港i）配電設備の水没て淳‥二（電線地【11化の影響）．   

電話もー時不漁．，119番通約が殺到し、消防局も対応不能に‥、  

100年に度の豪軋「廃水処理能ノ」を上げると費用が膨大になり、どこまで備えるか   

は費用対効果の問題」と市幹部（対策は「50年に－一度」規模＝．が、豪雨は増血‖頃向）丁   

内閣危機管理室ヤ国交省などが相次いで現地視察＿．地I√街対策を策定へ▲  

（参考1）1982年7月2：〕日、長崎県中南部で総雨量572mlllの降雨を記録（国内観測史  

上最大の1時間雨量187mm）．上石流や山崩れなどが各地で多発し、国道の寸断で長崎  

市は孤立－．死者・行方不明299人、住家被害3万9755戸＝  

（参考2）199：∋年8月6日、鹿児島市の1日雨量は259mm二 中心部を流れる甲突川から  

あふれた水で流域の約1万200∩戸が浸水‥、市北部では約4kmの区間内に22カ所の土石  

流が発生し、国道10号では約12∩（）台の車が孤立：．日豊本線■竜ヶ水．駅で立ち往生した  

旅客列車が土石流に巻き込まれて大破。住民と、列車の乗客や車の運転者を含めた約2500  

人は海上から救出された1鹿児島市内を中心として死者・行方不明49人＿．   



【報道の役割】  

① 警鐘  

・対地元では、前線や台風の旗近などを知らせ、避難や防備〃）準備を促す＝竃滋メディア  

C〔）役割人   

丸全国では、被害の実相を伝えろことで、‾もなたは大丈夫・？」を考えてもら〕また、   

回や各地J）自治体に対策し／〕〔E要件を詫言「，生させろ′  

鳶韓誼＝事後恥王J）重要性  

・残念ながら天災は防げないが、被′ぎけ対策に上って軽減できろ．では、対策はト分だ   

ったLつか．行政が想定していなし、事象はなかったのか 新たに分かった末防備被害は、   

などを市民の目視で検証する  

・福間人水害ては発生翌日に「取木‘前線」二市の対策太郎設置が1口遅れ、電話中適の原   

凶、排水ボンフの容遠不足、地卜樹の逼離訓練未実施など▽1週間後はさ「r民生浦山後遺   

止を中心こ二、地下街や地下店舗しJ）「リブノ」く′★・ノ■第〃不備＝対策ゼロがニ7√ヱノム、排7」くポンプ未設   

置が81（三′も、止ノナく板なしは871シi．▽1年後：ま「そn後の対策ほ牒′しだ〔りか」二死辛がHた   

ビルは止水板設置、市役所の反省〔汁1動態勢／亡ど）、地下街の危機感アンケート（水「′′〔i   

対策が1割で、未だ不十分）など．   

200ニヨft三7月1日仁、福岡市烏再び豪耐板書で地卜術浸水．対策間に合わ十＿ ポンプ場1   

カ所増設に7年かかるため、排水能力は当時の圭主∴止水頼も未設置のところが少なく   

なく、教訓は窯かされなかった．「人災」の佃血も′．  

二のとき、各紙は一斉に再度、検証朝道‥発生翌口の見出しは「人災か」「⊥年前れ教   

訓］三かせザ」「慮る不信」など．．護岸⊥［如〕．遅れヤ1二幸〃）1こ十分さ、ピノこ′ノ三ナチ≠」‾者ら直入   

策の甘さなどを指摘二 毎卜＝⊥′突出亨ささJ音（土記者し′〕冒で「半民しっ側にそ」Fl椋f策ど、要」と、   

住民の「のど元過ぎれば‥・‥・」にも警鐘をゼ注 した＝  

【結果】  

・水防法改訂＝目早改訂で市町村の防水計動こ洪水予報の伝達方法明記を規定．「）5年二改   

訂では地下街の所有・管理者にも剋灘確保計画の策定を義務づけたこ．  

・特定河川浸水被害対策法制定＝〔Hノ牢、これまで河川法や下水道法などでバラバラだっ   

ていた都市部の水防対策を一一本化二国・自治凧二計画策定を義務づけ、雨水貯留・浸透   

施設の整備やFノリく道の排水能力強化、ハザードマップの策定、上水仮しケ常備ナ亡どを要請＝．  

・福同市では水害を教訓にした地下街避難訓碩を毎年実施しかし一、他都市では依然とし   

て対策はイこ十分∵．   
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